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研究成果の概要（和文）：「内蔵脂肪が関与する遺伝子不安定性の存在」を明らかにする事を最終目的に横断的検討と
縦断的解析に耐えうる長期観察開始時点での研究同意と生体試料の取得と観察項目情報の取得と解析を行った。過不足
なく説明された研究への協力を倫理審査委員会の承認を経た書面にて確認した。横断的検討では内蔵脂肪症候群と健常
群の遺伝子不安定性に由来する観察項目を比較検討し、BMIで層別化した男性群1150名の多変量解析から、糖化ヘモグ
ロビン濃度と頚動脈硬化症の関連などを明らかにした。本研究では「内蔵脂肪が関与する遺伝子不安定性の存在」を明
らかにする知見は得られなかった。縦断研究を含めた今後の更なる研究が期待される。

研究成果の概要（英文）：Metabolic syndrome is a critical problem not only for the individuals but also 
public health. It closes to biochemical and physiological risk factors for serious vascular events, 
arising from abdominal obesity, dyslipidemia, insulin resistance and elevated blood pressure.
In this study, we analyzed the influence towards to genetic modification. Unfortunately, it might be the 
multi-factorial nature of these disorders. We had few evidence of the influence. In future, it may be 
possible to analyze the influences from further longitudinal study with adjustment for the confounders 
include comorbidities, environmental factors, gene-gene interactions and gene-environment interactions.

研究分野：メタボリックシンドローム
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１． 研究開始当初の背景 
 メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候
群）の打倒は現代の重要課題である。我が国
において肥満状態の頻度は経年的に増加し
ている。特に内臓脂肪型肥満に軽度でも高血
糖、脂質異常症、高血圧が合併した状態は致
死的な血管病発症の頻度が高まる。2005 年
には関連する８学会（日本内科学会、日本糖
尿病学会、日本循環器学会、日本動脈硬化学
会、日本高血圧学会、日本肥満学学会、日本
腎臓病学会、日本血栓止血学会）は合同で定
義と診断基準を発表した。積極的対策として
厚生労働省は内蔵脂肪症候群を軸にした疾
病予防対策を進めていくことを発表し、健康
診断と保健指導が導入されている。 
 
２．研究の目的 
 「内蔵脂肪が関与する遺伝子不安定性の存
在」を明らかにする事を最終目的とした。 
 第一の検討では内蔵脂肪症候群と健常群
の遺伝子不安定性を比較し、第二の検討では
内蔵脂肪症候群を有する参加者における正
常血糖状態と高血糖状態での遺伝子不安定
性を司る遺伝子群の発現量を比較した。 
る。 
 
３．研究の方法 
 「内蔵脂肪が関与する遺伝子不安定性の存
在」を明らかにする事を最終目的に横断的検
討と縦断的解析に耐えうる長期観察開始時
点での研究同意と生体試料の取得と観察項
目情報の取得を行った。新たに 3515 名（男
性 1253 名、女性 2262 名）の過不足なく説明
された研究への協力を長崎大学大学院医歯
薬学研究科研究倫理審査委員会の承認を経
た書面にて確認した。生体試料はそれぞれ適
正な手法で取得された。・ 血清試料：血清試
料用血液検体は血液凝固促進剤による血液
凝固が完全に完了する、最低でも室温３０分
間経過後に遠心分離によって血清が上清と
して分離された。得られた血清試料は速やか
に深低温下に保管された。・ 血漿試料：血漿
試料用血液検体は抗血液凝固剤の存在下で
成功的な転倒混和が行われた後に可及的速
やかに遠心分離によって血漿が上清として
分離された。得られた血漿試料は速やかに深
低温化に保管された。遺伝子試料：遺伝子生
体資料はヒトゲノム・遺伝子解析研究倫理審
査委員会の承認を受けた方法で採取、連結可
能匿名化、精製、保管、運搬、解析が行われ
た。以下の観察項目が取得された。肥満学的
観察項目、形態学的観察項目、機能学的観察
項目、遺伝子学的観察項目、血液生化学解析
項目、血液肥満学解析項目。 
 
４．研究成果 
 横断的検討では内蔵脂肪症候群と健常群
の遺伝子不安定性に由来する観察項目を比
較検討し、BMI で層別化した男性群 1150 名の
年齢、収縮期血圧、降圧薬服用、などの危険

因子を調整した多変量解析から、糖化ヘモグ
ロビン濃度と頚動脈硬化症の関連を明らか
にした。関連する研究成果を論文発表した。 
本研究では「内蔵脂肪が関与する遺伝子不安
定性の存在」を明らかにする知見は得られな
かった。縦断研究を含めた今後の更なる研究
が期待される。 
 本研究により、生理的な内蔵脂肪の量的
および質的多型性への理解が深まるだけで
なく、内蔵脂肪症候群が遺伝子不安定性を
介して、広く遺伝子関連病態へ影響を与えて
いる事を明らかとする研究の萌芽的成果が
えられた。 
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